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前立腺肥大症で手術予定の患者 につ いて術前に セフ ォタキ シムを1グ ラム静注 して 血中 お よび前

立腺組 織 内濃度を高速液体 クロマ トグラフ ィー法に よって測定 した。 血 中セフォ タキ シム濃度は ほ

ぼ直線的 な減少を示 し,前 立腺 組織内濃度はそれに平行する傾 向を示 した。

抗生物質 の前立腺液,前 立腺 組織 への移行 は,近 年輿

味が もたれ るようにな り報告 が散見され るが,ま だ議論

の多いところであ る。 われわれ もこの問題 につ いて検討

してお り,一 部はすで に 発 表1)して いるが,今 回,Cef-

otaxime(CTX)に ついて 高 速 液 体 クロマ トグラフィー

法に よる測定を試みたので,結 果を報告 する。

I. 対 象 と 方 法

1. 対 象

前立腺肥大症のためにTURな い し被膜下摘除を行な

う予定の患 者を対象 とした。腎機能障害,な い し肝機能

障害のある例 は除外 した。

2. 方 法

手術前にCefo鋤dme(CTX)1gを緩 徐に静注 し,前

立腺摘除 と同時に末梢血 を採取 した。TURの 場合の採

取時間は中央値 を とった。

採取 した前立腺 は生理食塩水 で洗 って付着 した血液な

どを除 き,2倍 量の0.1M燐 酸緩衝液(pH7.0)を 加え

て ホ モ ジェ ネ ー トした。3,000rpm 20分 遠 心 した 上 清

を0.22μmミ リボ ア フ ィル タ ーで濾 過 し,20μlを4×

300mmの カ ラムUnisil QC18(5μm)に 注 入 した。移 動

相 は0.2%eCH8COONH4:CH,OH=86:14,流 速 は

1.5m1/min.と し,254nmで 検 出 した。

II. 結 果

Table1に 測 定 結果 を 示 す。

年 齢 は50歳 か ら78歳 の22例,CTX投 与 か ら検 体

採取 まで の 時 間 は15分 か ら300分 に分 布 して い る。

測 定 値 を 片 対 数 グ ラ フに 図 示 した もの がFig.1で あ

る。

血 中 濃 度 はCTXが 最 高92.0μg/ml(56分),最 低

1.1μg/ml(300分)で あ っ た。同 時 に 測 定 したCTXの

代 謝 物Desacetyl-cTx(D-cTx)は 最 高10.1μg/ml

(130分),最 低0.6μg/ml(60分)で あ った 。ま た前 立

腺組織 内濃度 はCTXが 最高9.6μg/g(70分),D-

CTXは 最高14.6μg/g(15分)で あった。

III. 考 察

CTXは 肝 な どにおいて速やかに 脱 アセチル化 され る

ために,濃 度測定の際 にいろいろ困難 な問題 を伴 ってい

る2,。今回われわれ は 高速液体 クロマ トグヲフ ィー法に

よる測定を 試みたが,組 織中濃度の 測 定に 関 してはや

は り技術的な 困難 さが伴 い,測 定不可能な 例 が 存在 し

た。 しか しなが ら,こ れ までにわれわれの得 ているデー

タ1,2)をさらに補強 している と考 えられ る。

まず血中CTX値 であるが,ほ ぼ直線に近 い消失 曲線

を描 いている。つ ま りt1/2aの 部分が は っき りしない。

また,過 去の報告 と比べ るとやや高値の傾 向を示す。そ

の理 由は不明であるが,今 回の対象にな った症例 は比較

Fig. 1 Concentrations of CTX and D-CTX in ser-

um and prostate after administration of CTX

1g i. v.
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Table 1 Concentrations of CTX and D-CTX in serum and prostate tissue

N.D.: Not detected

的高齢 な男性である こと,ま た,手 術ない し麻酔 の影響

がある ことがその原因と して考え られ る。

血 中D-CTXに つ いては,投 与後120分 くらいまで

は血中CTXに 対 して低値 であるが,次 第に血中CTX

値 に近づ く。D-CTXは 早期に カラムか ら流出するため

に,他 の妨害成分 と重複 しやす く,低 濃度の検 出がむず

か しいので,血 中D-CTX値 がその後血 中CTX値 に

平 行 した値を とる2⊃か どうかにつ いて論ずるには 充分で

は ないが,少 な くとも その傾 向は うかがえ るようで あ

る。

前立腺組織のCTX濃 度は血 中CTX濃 度に比較 的平

行す る傾 向nが 今回は前回ほ どはっき りしない。 前立腺

組 織内D-CTX濃 度については 上述 した ような測定上

の 問題 もあ り,測 定法 も含めて今後さ らに追求すべ き課

題 と考 える。

IV. 結 語

CTXの 血中お よび前立腺組織内濃度を検討 し島 血

中CTX濃 度はほぼ直線的な減少傾 向を示 した。前立腺

組織 内CTX濃 度は血中濃 度に比較的平 行す る傾向を示

した。
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Cefotaxime and desacetyl-cefotaxime concentrations in serum and prostate after 1 g i. v. of cefo-

taxime were assayed by HPLC. Serum CTX concentration decreased linearly and CTX values in

prostate tissue paralleled to it. Many difficulties were found in assaying des-CTX.


